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　2013年「警察等が取り扱う死体の死因
又は身元の調査等に関する法律（以下，
死因・身元調査法）」，2014年「小児死
亡事例に対する死亡時画像診断モデル事
業」，2015年「医療事故調査制度」といっ
た新しい制度の下，近年の死因究明にお

けるオートプシー・イメージング（以下，
Ai）の重要性は増している。われわれは地
方におけるAiの状況を明らかにするため，
新潟県内におけるAiの施行状況を調査し
過去の報告と比較検討した。

対象と方法

　新潟県診療放射線技師会施設リスト
に掲載された147施設のうち，診療所・
検診施設などを除いた病院100施設1）の
放射線部門に調査票（図1）を送付した。
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1．  新潟県内における
オートプシー・イメージング（Ai）
の施行状況，および文献的考察
髙橋　直也＊1,4/石原　歩実＊2/吉川優理菜＊2
佐藤　祐希＊2/髙野　英行＊3,4
＊1 新潟大学大学院保健学研究科　＊2 新潟大学医学部保健学科　＊3 千葉県がんセンター医療局診療部　＊4 オートプシー・イメージング学会

オートプシー・イメージング（Ai）第六弾

迫りくる多死社会とAiの役割─社会インフラとしての現状と今後の展開
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